
2第 回 ⼩児外科国際シンポジウム in Lao PDR

内容
⾦2022 年2⽉25⽇

15：00〜18：30（⽇本時間）
参加申し込み締め切り：2022年2月２２日

１８：００まで日

⽇時 ラオス健康科学⼤学場所

ラオスにおける出⽣前診断と
周産期医療の現況と展望

Antenatal Diagnosis and Perinatal Medicine ~Current status and Perspective in Lao PDR~

参加⽅法：右のQRコードもしくはURL: https://forms.gle/HEVrmT2MH6Bv2B3C9 より
お申し込みください。後⽇ZOOM URLをお送りいたします。

お問い合わせ：公益社団法⼈⽇本WHO協会
ラオス⼩児外科プロジェクト担当 friendswhoJapan2@gmail.com まで

参加費

無料

Ø Alongkone Phengsavanh ⽒
（ラオス健康科学⼤学）

Ø 左合 治彦 ⽒
（国⽴成育医療研究センター副院⻑、周産期・⺟性診療センター⻑）

プレゼンテーター

ディスカッション
テーマ：
「 Challenges and potentials of Antenatal Diagnosis 

and Perinatal Medicine in Lao PDR 」

※内容は⼀部変更の可能性があります

ラオス健康科学⼤学
公益社団法⼈⽇本WHO協会

主催

※ シンポジウムは全編英語で実施されます。

定員 90名（先着順）

※⽇本はZOOMにて開催

Opening Remarks

ラオス外科学会、ラオス産婦⼈科学会
⽇本⼩児外科学会後援

Ø 中村 安秀 ⽒ （⽇本WHO協会理事⻑）

Ø Bounthom Samountry ⽒（ラオス健康科学⼤学学⻑）

ほか


